
 水稲管理情報 No.1  

早期及び早植え水稲の管理  
平成２９年６月１３日 
京築普及指導センター 
Ｊ Ａ 福 岡 京 築  

○ 生育経過 

   田植えが始まった４月中旬以降、平年よりも気温が高く推移したため稲の生育は進んで

います。また、京築地域(九州北部)は６月６日に梅雨入りし、向こう１か月の降水量は平

年並か多いとの予報が出ています。今後は、以下のことに気をつけて管理を行いましょう。 
 
○ 今後の管理 

１ 水管理 
 通常、田植え後１か月程度で、有効茎数が確保(坪当たり60株植えで茎数18～20本、50

株植えで22～24本)されます。４月下旬から５月上旬植えは、十分に有効茎数が確保され

ていると思いますので、早急に中干しを開始しましょう。 

※その後の田植え分も、田植え後１か月程度を目途に中干しを開始しましょう。 

中干し終了の目安は、田面に小さなひびが入る程度です。田面が白く乾くまで中干しを

行わないようにしましょう。 

 すでに中干しを終えたほ場では、下図を目安に間断かん水（３湛２落）を行いましょう。 

 

 

 

 
   
 幼穂が出来始めると新しい根は伸びませんので、中干し後は間断かん水をしっかり行っ

て今ある根を健全に保ちましょう。 
 
２ 雑草対策 

 初期除草剤の効果がなかった場合は、下記除草剤の使用を検討してください。 
 
表１ 中期除草剤（稲作ごよみ記載の除草剤） 

対象雑草 農薬名 使用量 

(10a当たり) 使用時期 散布方法 

ﾉﾋﾞｴ 
ｸﾘﾝﾁｬｰ1ｷﾛ粒剤 １㎏ 移植後7日～ﾉﾋﾞｴ4葉期まで たん水 

ｸﾘﾝﾁｬｰEW 100ml 移植後20日～ﾉﾋﾞｴ6葉期まで 落水 

広葉(ｲﾓｸﾞｻ､ｲｸﾞｻ等) 
ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ粒剤 ３～４㎏ 田植後15～55日以内 落水 

ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ液剤 500～700ml 田植後15～55日以内 落水 

ﾉﾋﾞｴ＋広葉 
ｶｰﾋﾞｰ1ｷﾛ粒剤 １㎏ 移植後15日～30日、ﾉﾋﾞｴ3葉期まで たん水 

ｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽME液剤 1000ml 田植後15日～ﾉﾋﾞｴ5葉期まで 落水 

※クリンチャー剤は、キシュウスズメノヒエにも有効です。 
 
３ 病害虫対策 
（１）ヒメトビウンカ（縞葉枯病対策） 

早植えの夢つくしで発生が多くなりますので、ヒメトビウンカの発生が多い場合は、

６月下旬～７月上旬にMR．ジョーカー粉剤DL等を散布して下さい。  
（２）フタオビコヤガ（イネアオムシ） 
   ６月下旬から７月に発生が多く、葉をハサミで切ったように食害します。発生が多い

場合にはMR．ジョーカー粉剤DL等で防除してください。   
除草剤、農薬の使用にあたっては、使用基準を確認して、 

周辺に飛散の無いように十分注意しましょう。 

水を止めて３日程そのまま

２日程そのまま

　　　　　　　　　　　　　図１． 間断かん水（３湛２落）の方法

田に水を張る
（湛水）

 足跡に水が残る程度になる
（落水）



 水稲管理情報 No.2  
水稲の「いもち病」対策 

 
平成２９年７月３日  
京築普及指導センター 
Ｊ Ａ 福 岡 京 築  

 
6月6日の梅雨入りから少雨が続いていましたが、6月下旬にはまとまった降雨があり、日照

時間も少なく病害の発生しやすい条件となりました。今後、いもち病などの病害虫が発生して
いないかを確認して、必要であれば防除を行いましょう。   

《イネいもち病対策について》 

いもち病は、気温が 25℃前後で湿度の高い場合に発病しやすく、今後の天候次第では、

急激に拡がる可能性があります。以下の点に注意して、いもち病の発生が見られたら、

直ちに防除を行いましょう。 
 
１ いもち病の生態  
 いもち病の伝染環は右図のとおりで、

罹病もみから伝染し、感染苗を経て本田

に持ち込まれ、本田での伝染源となりま

す。苗での発病が認められない場合もあ

りますので、苗いもちの発生がなくても

安心はできません。 
いもち病菌は、大量の胞子を形成して、

１ｋｍの広範囲に飛散します。葉いもち

が発生した場合、早期に防除を行うこと

が極めて重要で、葉いもちの早期防除が穂いもちの抑制につながります。 
 
２ 対策  

（１） 置き苗（補植用苗）は主な伝染源です。直ちに除去してください。 

苗は畦畔など水田の近くに置かず、水田から離れたところに持って行って捨てて下 

さい。 

（２） ほ場を定期的に巡回し、葉いもちの発生がみられたら、拡大する前に速やかに

防除を行ってください。 

（３） 多肥栽培を避け、葉いもち多発時には穂肥を半量に減じ、激発時には穂肥の施

用を中止してください。 
 

３ 薬剤防除法  
（１） 葉いもちに対する薬剤の防除効果は、発生初期は高いですが、散布時期が遅く

なるほど低くなるので、発生が確認されたら直ちに防除を行いましょう。 

（２） 穂いもちは予防散布が重要で、出穂直前が防除適期です。いもち病常発地や降

雨のため粉剤や液剤の散布が困難な場合には、粒剤を適切に散布して下さい。    
 
【いもち病防除例】 

農薬名 10a当たり使用量 使用時期 備考  

ビームゾル 
1,000倍 

（ 希釈水量：100L ） 
収穫7日前まで  

 

コラトップジャンボ 
500ｇ 

（ 10個 ） 
出穂5日前まで たん水散布 

苗いもち 

葉いもち 

穂いもち 
いもち病の伝染環 

罹病もみ、わら 



 水稲管理情報 No.3  
水稲の中間管理について 

 
平成２９年７月１１日 
京築普及指導センター 
Ｊ Ａ 福 岡 京 築 

１． 生育概況 
本年は、5月中旬から6月中旬にかけて高温少雨が続き、6月下旬以降は降雨が多くなって

います。このため、早期水稲は概ね順調に生育していますが、普通期水稲では6月移植分を

中心に生育が軟弱傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．雑草対策 

普通期以降の移植で、初期除草剤で十分防除できなかった場合は、下表の除草剤の使用を

検討してください。 
 
○中期除草剤（稲作暦記載の除草剤） 

対象雑草 農薬名 使用量 

(10a当たり) 使用時期 散布方法 

ﾉﾋﾞｴ 
ｸﾘﾝﾁｬｰ1ｷﾛ粒剤 １㎏ 移植後7日～ﾉﾋﾞｴ4葉期まで たん水 

ｸﾘﾝﾁｬｰEW 100ml 移植後20日～ﾉﾋﾞｴ6葉期まで 落水 

広葉(ｲﾓｸﾞｻ､ｲｸﾞｻ等) 
ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ粒剤 ３～４㎏ 田植後15～55日以内 落水 

ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ液剤 500～700ml 田植後15～55日以内 落水 

ﾉﾋﾞｴ＋広葉 
ｶｰﾋﾞｰ1ｷﾛ粒剤 １㎏ 移植後15日～30日、ﾉﾋﾞｴ3葉期まで たん水 

ｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽME液剤 1000ml 田植後15日～ﾉﾋﾞｴ5葉期まで 落水 

※液剤、EW剤を使う場合は、水70～100ℓに希釈してください。 

クリンチャー剤は、キシュウスズメノヒエにも有効です。 

 

３．今後の水管理 

早期水稲では今後間断かん水を水管理の基本としますが、稲が最も水を必要とする出穂前

後10日間は水を切らさないようにしましょう。 

普通期水稲については、田植後35～40日程度に有効茎数（60株/坪で1株20本前後）を確保し

てから1週間程度中干しを行いましょう。中干し終了後は、間断かん水を行ってください。 

4月             5月             6月             7月 

普通期水稲 （5/15～移植） 早期水稲（4/15～5/14移植） 



４．穂肥 

 幼穂長を確認し、次の表を参考に穂肥を施用しましょう。 

ただし、葉いもちが多発したほ場では穂肥をひかえてください。 
 
○平年の出穂期からの穂肥時期の目安 

品 種 移植時期 
出穂期 

の予想 

幼穂長 

の目安 
穂 肥 時 期 施 用 量 

夢つくし 

5月14日 7月27日頃 

5～ 
10 m m 

7月 9日～12日頃 

追肥化成34号 

または 

BBNK606号 
 

15kg/10a 

5月21日 7月31日頃 7月13日～16日頃 

5月28日 8月 3日頃 7月16日～19日頃 

6月 4日 8月 6日頃 7月19日～22日頃 

6月11日 8月 9日頃 7月22日～25日頃 

6月18日 8月12日頃 7月25日～28日頃 

6月25日 8月15日頃 7月28日～7月31日頃 

元気つくし 

6月11日 8月16日頃 

5～ 
10 m m 

7月29日～8月 1日頃 追肥化成34号 

または 

BBNK606号 
 

20kg/10a 

6月18日 8月19日頃 8月 1日～ 4日頃 

6月25日 8月22日頃 8月 4日～ 7日頃 

ヒノヒカリ 

6月11日 8月24日頃 

2～ 
5 m m 

8月 4日～ 6日頃 追肥化成34号 

または 

BBNK606号 
 

20kg/10a 

6月18日 8月27日頃 8月 7日～ 9日頃 

6月25日 8月30日頃 8月10日～12日頃 

※あくまで、標準的なほ場での予想ですので、必ずほ場で幼穂長を確認して下さい。 

ほ場の葉色や地力によって施用時期、施肥量は調整して下さい。 
 
５．病害虫防除 
 現在まで降雨や曇天が続いており、いもち病の発生しやすい条件となっています。ほ場内

でいもち病の発生が見られたら、速やかに防除を行って被害の拡大を防ぎましょう。 

 カメムシの防除について、穂揃期の薬剤防除と共に、侵入源である畦畔や休耕田などの雑草

管理を徹底しましょう。ただし、出穂直前になってから草刈りをすると雑草に生息していたカ

メムシをほ場内へ追い込むことになりますので、畦畔の草刈りは出穂前の早い時期（1週間前

まで）に行いましょう。 

 
○防除薬剤（稲作暦記載の薬剤） 

 対象病害虫 農薬名 
10a当たり 
使用量 

使用時期 備考 

基幹 
防除 

穂いもち、紋枯れ病、 
ｳﾝｶ類、ｶﾒﾑｼ類 

ノンブラストレ 
バリダ粉剤ＤＬ 4 kg 

収穫 
14日前まで 

穂揃期防除 
（出穂期後 2～3日） 

補正 
防除 

いもち病 

ビームゾル 1,000倍 
収穫 
7日前まで 

希釈水量 100L 

コラトップジャンボ 500g(10個) 
出穂 
5日前まで 

たん水散布 



 水稲管理情報 No.4  
 

早期・早植え水稲の収穫期について 
 

平成２９年８月７日  
Ｊ Ａ 福 岡 京 築 
京築普及指導センター 

 

１ 生育・気象の概況について 
早期・早植え水稲は、田植え後の気温が高く（平年比約＋１℃：図１参照）推移した影響で

生育が進み、出穂期は昨年より２日程度早くなっています。 

また、長期予報によると今後も気温が高い日が続くと予想されており（図２参照）、収穫期

も昨年より早くなると考えられます。 

そのため、本情報を参考に、刈遅れないように適期収穫に向けた作業計画を立てましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

２ 収穫期予想について 

品種 田植日 出穂日 成熟期予想 備考 

夢つくし 

4月20日 7月12日 8月12～16日 表は目安です。 

実際の収穫時期はほ場

ごとの熟れ具合を必ず

確認しましょう。 

 

※成熟期の目安： 

出穂期後の日平均気温

の積算が850～1,000℃ 

5月1日 7月18日 8月18～23日 

5月10日 7月23日 8月24～28日 

5月20日 7月28日 8月29日～9月2日 

5月30日 8月1日 9月2～7日 

 
３ 今後の管理について 
（１）収穫前の水管理 

 収穫の１週間前までは間断かん水を続け、籾の充実向上を図りましょう（早すぎ
る落水は充実不足につながります。） 

（２）台風接近時の管理 
    成熟期に入っている場合は、台風が来る前に収穫しましょう。 

    収穫まで１週間以上かかる場合は、深水にして倒伏や脱水症状を防ぎましょう。 

図２ 九州北部地方の向こう1か月

の確率（8月3日発表） 
図１ 本年の気温の推移（4月～7月、行橋アメダス） 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

平均気温 最高気温 最低気温
平年平均 平年最高 平年最低

（℃）

4月    5月    6月    7月 

気温 10% 10%

降水量

日照
時間

凡例：
低い
（少ない）

平年
並

高い
（多い）

80%

20% 30% 50%

40% 40% 20%

気 

温 



 水稲管理情報 No.5  
 

飼料用米の管理について 
 

平成２９年８月７日  
Ｊ Ａ 福 岡 京 築 
京築普及指導センター 

 

１ 生育・気象の概況について 
本年は、田植え後の気温が高く（平年比約＋１℃）推移しています。 

そのため、飼料用米も主食用米と同様に、生育が昨年より３日程度早くなっています。 

また、今後も気温が高い日が続くと予想されていますので、穂肥や病害虫防除について、適

期を逃さずに作業できるよう、本情報を参考に計画を立てましょう。 

 

２ 穂肥について 

品種 田植日 
出穂日 

（予想） 

穂肥時期の目安 

１回目 ２回目 施肥量 

ツクシホマレ 
6月20日 8月31日 8月11日 

1回目の 

7～10日後 

１回目、２回目

ともに 

硫安15kg/10a 

6月25日 9月2日 8月13日 

ミズホチカラ 
6月20日 9月3日 8月14日 

6月25日 9月5日 8月16日 

夢あおば 
6月20日 8月23日 8月5日 

6月25日 8月25日 8月7日 

 
３ 病害虫防除について 
  本年はトビイロウンカや吸汁性カメムシの発生が多くなると予想されますので、下表を参考

に、基幹防除を必ず行うとともに、必要に応じて補正防除を行いましょう。 

  また、昨年稲こうじ病の発生が多かったほ場では、今年も発生する可能性が高いので、補

正防除を行いましょう。 

※ 個人で養鶏農家等と契約し、籾出荷される場合は、家畜へ籾のまま給餌されることがあり、

出穂後の農薬使用が制限されますので、防除の際は事前にＪＡ等にご相談ください。 

（ただし、下表のキラップは出穂後も使用可能） 

ＪＡ出荷の場合は、ＪＡで籾摺り後、実需者に出荷するので、出穂後も防除できます。 

  

 主な防除薬剤 

 薬剤名 
使用量 

(10aあたり) 
対象病害虫等 散布時期 

基幹

防除 

アプロードロムダン 

モンカットＦ粉剤ＤＬ 
3～4㎏ 

ウンカ、コブノメイガ、

紋枯病 
出穂前 

補正

防除 

キラップ粉剤ＤＬ 

またはキラップ粒剤 
3㎏ ウンカ、カメムシ類 収穫14日前まで 

撤粉ボルドー粉剤ＤＬ 3～4㎏ 

稲こうじ病 

出穂20日前まで 

※出穂前10日以降の散

布は薬害発生 ドイツボルドーＡ 

希釈倍数 

2,000倍、 

散布液量 

60～150ℓ 

除草剤、農薬の使用にあたっては、使用基準を確認して、 
周辺に飛散の無いように十分注意しましょう。 
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 水稲管理情報 No.6  
 

普通期水稲の収穫期予想および 
トビイロウンカ防除について 

 
平成２９年８月１６日 
Ｊ Ａ 福 岡 京 築 
京築普及指導センター 

１ 生育・気象の概況について 
普通期水稲は、田植え直後の気温は低かったものの、７月以降の高温多日照（図１参照）に

より生育が進み、出穂期は昨年より２～３日程度早くなっています。 

さらに、長期予報によると今後も気温が高い日が続くと予想されており（図２参照）、収穫

期も昨年より早くなると考えられるため、適期収穫に向けた計画を早めに立てましょう。 

また、今後はトビイロウンカ（秋ウンカ）の多発生も予想されることから、必要に応じて補

正防除も計画しましょう（裏面参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

２ 収穫期予想について（成熟期の目安は、出穂後の積算気温から算出） 

品種 田植日 出穂日 成熟期予想 

出穂後 

積算気温 

（℃） 

備考 

夢つくし 

6月5日 8月5日 9月7～12日 

850～1,000 

表は目安です。 

今後の平均気温が平年

より高いと、収穫時期

は早くなります。 

実際の収穫時期はほ場

ごとの熟れ具合を必ず

確認しましょう。 

 

収穫早限の籾水分は

28%です。 

6月15日 8月9日 9月11～17日 

6月25日 8月13日 9月16～22日 

元気つくし 
6月10日 8月14日 9月20～23日 

900～1,000 
6月20日 8月18日 9月26～30日 

ヒノヒカリ 
6月10日 8月22日 9月30日～10月4日 

900～1,000 
6月20日 8月26日 10月5～9日 

 
※今後の管理の注意点 

・ ほ場での収穫開始の目安は、総籾数の70～80%が黄化した時です（倒伏無の場合）。 

・ 刈り遅れは胴割れ米の発生など品質低下につながるので、計画的に収穫しましょう。 

・ 収穫の１週間前までは間断かん水を続け、籾の充実向上を図りましょう（早すぎる

落水は充実不足につながります。） 

図２ 九州北部地方の向こう1か月

の確率（8月10日発表） 
図１ 本年の気温の推移 

（6月1日～8月15日、行橋アメダス） 
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３ 今後の管理について 

（１）病害虫防除 
   本年は、病害虫防除所から、トビイロウンカ（秋ウンカ）の発生に関する注意報

が出されています。現在、平年に比べて発生が多い上に、今後も高温が続く予想の
ため、多発生の条件となっています。 

   そのため、特に10月以降に収穫するほ場については、トビイロウンカの発生に注
意し、防除適期（第2世代幼虫が発生すると考えられる8月末～9月初旬）に基幹防
除を行わないほ場では、補正防除を行いましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 主な防除薬剤 

 薬剤名 
使用量 

(10aあたり) 
対象病害虫等 散布時期 

基幹

防除 
ノンブラストレバリダ粉剤ＤＬ 3～4㎏ 

ウンカ、カメムシ、

穂いもち、紋枯病 

穂揃い期 

（収穫14日前まで） 

補正

防除 

キラップ粉剤ＤＬ 

またはキラップ粒剤 
3㎏ ウンカ、カメムシ類 収穫14日前まで 

 
農薬の使用にあたっては、使用基準を確認し、 
周辺に飛散の無いように十分注意しましょう。 

ここが主飛来！ 

防除適期：8月末～9月初旬 

トビイロウンカの発生予想パターン図（病害虫防除所 8月9日作成） 

トビイロウンカ密度の推移 トビイロウンカ発生ほ場率の推移 



 水稲管理情報 No.7  
 

普通期水稲の収穫期予想について（第２報） 
 

平成２９年８月３１日 
Ｊ Ａ 福 岡 京 築 
京築普及指導センター 

１ 生育・気象の概況について 

本年は7月中旬以降、高温多日照が続いており、前回の収獲予想（水稲管理情報No.6）よりも

成熟期はさらに１日程度早くなる見込みです。刈り遅れがないように収穫作業の準備を速やかに

行いましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 収穫期予想（成熟期の目安は、出穂後の積算気温から算出） 

品種 田植日 出穂日 成熟期予想 

出穂後 

積算気温 

（℃） 

備考 

夢つくし 

6月5日 8月5日 9月6～11日 

850～1,000 

表は目安です。 

今後の平均気温が平年

より高いと、収穫時期

は早くなります。 

実際の収穫時期はほ場

ごとの熟れ具合を必ず

確認しましょう。 

 

収穫早限の籾水分は

28%です。 

6月15日 8月9日 9月10～16日 

6月25日 8月13日 9月15～21日 

元気つくし 
6月10日 8月13日 9月17～21日 

900～1,000 
6月20日 8月17日 9月22～26日 

ヒノヒカリ 
6月10日 8月22日 9月29日～10月3日 

900～1,000 
6月20日 8月26日 10月5～9日 

３ 今後の管理の注意点 

（１）収穫前の水管理 
 収穫の１週間前までは間断かん水を続け、籾の充実向上を図りましょう（早すぎ
る落水は充実不足につながります。） 

（２）台風接近時の管理 
    成熟期に入っている場合は、台風が来る前に収穫しましょう。収穫できない場合は、深

水管理を行いましょう。 
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４ 収穫適期の判定について 

 水稲の刈り遅れは胴割れ米の発生など品質低下につながるので、以下の方法を参考に計画的な

収穫作業を行いましょう。 

 

《黄褐色籾割合による収穫適期の判定方法》 

 ①田から平均的な穂を３穂取り、手でしごく。 

 ②紙や手のひらの上でよく混ぜて1/3だけ残す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③黄化籾と緑色籾の割合を出し、黄化籾が全体の70～80%であれば収穫適期です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 乾燥時の注意点 

・収穫した籾の水分が高い時は、その都度、乾燥機に入れて通風しましょう。 

・籾水分が24％以上の場合、脱穀後4時間以内（できれば2～3時間）に乾燥、または通風し始

めましょう。 

・乾燥機についている水分検定器は、誤差を修正しておきましょう。 

・取扱説明書に従い、乾燥を行って下さい。 

 

６ 調製時の注意点 

・籾すり直前に水分を測定し、水分が多い籾は籾すりをしないで、再度乾燥させましょう。 

・玄米の仕上げ水分は15％です。 

・籾温が高いと肌ずれしやすいので、乾燥直後の籾摺は行わないようにしましょう。 

・肌ずれ米や籾・しいなが混入しないように注意しましょう。 

・玄米の選別は1.85㎜です。 
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飼料用米の秋ウンカ防除、収穫について 
 

平成２９年９月１４日 
Ｊ Ａ 福 岡 京 築 
京築普及指導センター 

 
１ 秋ウンカ（トビイロウンカ）防除 

本年は高温・多日照で推移し、飼料用米の生育は良好ですが、下図のとおりトビイロウンカ

の発生が多く、飼料用米やもち米など晩生品種は、「坪枯れ」の発生が危惧されます。 

本種の発生量は、ほ場間で大きな差があるので、ほ場の巡回を徹底し発生が多い場合は補 

正防除を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※補正防除薬剤 

薬剤名 使用量(10aあたり) 対象病害虫等 散布時期 

キラップ粉剤ＤＬ 3㎏ 
ウンカ、 

カメムシ類 
収穫14日前まで 

キラップフロアブル 
希釈倍数 1,000～2,000倍 

使用液量 60～200ℓ 

農薬使用にあたっては、使用基準を確認して、周辺に飛散の無いように十分注意しましょう。 
 

２ 収穫期予想（収穫時期の目安は、籾水分20%になると見込まれる時期） 

※ 早すぎる落水は充実不足・収量低下につながります。 
籾が黄化するまでは間断かん水を続け、籾の充実向上を図りましょう。 
台風接近時は深水管理を行い、倒伏や急激な脱水症状を防止しましょう。 

品種 田植日 出穂日 収穫時期の目安 左記の算出方法 

ツクシホマレ 
6月20日 9月1日 10月24日 出穂後積算気温 

1,100℃超の日 6月25日 9月3日 10月27日 

ミズホチカラ 
6月20日 9月3日 11月3日 出穂後積算気温 

1,200℃超の日 6月25日 9月5日 11月6日 

夢あおば 
6月20日 8月21日 10月7日 出穂後積算気温 

1,100℃超の日 6月25日 8月23日 10月10日 

トビイロウンカ成虫（左：長翅型、右：短翅型） トビイロウンカによる坪枯れ 

体
長 

約
４
～
５
ミ
リ 
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秋ウンカの緊急防除について 
 

平成２９年１０月１２日 
Ｊ Ａ 福 岡 京 築 
京築普及指導センター 

 
１ 概況 

本年は高温・多日照で推移したため、例年より秋ウンカの発生が多くなっています。 

本種はこの時期、爆発的に増殖して稲株の汁を吸うことで、稲を一気に枯らす「坪枯れ」を

起こします（写真左）。 

発生量は、ほ場間で大きな差があるので、もう一度稲の株元をしっかり観察し、発生が見ら

れる場合（写真右）は緊急防除を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※緊急防除薬剤（収穫前日数に注意しましょう） 

農薬使用にあたっては、使用基準を確認して、周辺に飛散の無いように十分注意しましょう。 
 

２ 収穫期予想（収穫時期の目安は、籾水分20%になると見込まれる時期） 

 

薬剤名 使用量(10aあたり) 散布時期 備考 

キラップ粉剤DL 3kg 

収穫 14日前まで 

 

キラップフロアブル 

希釈倍数 1,000～2,000倍 

使用液量 60～200ℓ 
通常散布 

希釈倍数 500倍 

使用液量25ℓ 
少量散布 

品種 田植日 出穂日 収穫時期の目安 左記の算出方法 

ツクシホマレ 
6月20日 9月 1日 10月24日 出穂後積算気温 

1,100℃超の日 6月25日 9月 3日 10月27日 

ミズホチカラ 
6月20日 9月 3日 11月 3日 出穂後積算気温 

1,200℃超の日 6月25日 9月 5日 11月 6日 

夢あおば 6月25日 8月23日 10月10日 
出穂後積算気温 
1,100℃超の日 

トビイロウンカによる坪枯れ 稲株に群がるトビイロウンカ 

現在、もち米や飼料用米の一部ほ場で、秋ウンカ（トビイロウンカ）による
「坪枯れ」の発生が見られます。 
収穫まで２週間以上かかるほ場では、もう一度株元を確認し、秋ウンカの発

生を確認した場合は下記を参考に防除しましょう。 
 収穫まで２週間を切ったほ場では、できるだけ早めに収穫しましょう。 


